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研究目的 

本研究は、わが国における過労死等予防に資することを念頭に、過労死等の医学・保健面

より、１）過去の過労死等事案の解析、２）疫学研究（職域コホート調査、現場介入調査）、

３）実験研究（循環器負担のメカニズム解明、過労死関連指標と体力との関係の解明）を実

施し、これらの成果の情報発信を主目的とする。 

 

研究方法 

１）事案解析：脳・心臓疾患と精神障害疾患（自殺を含む）の過去 5年間（平成 22 年 1月

から平成 27 年 3月）の労災認定事案について、全国の労働局及び労働基準監督署より、労災

復命書と関連資料を過労死等調査研究センターに収集した。統計処理を可能にするために、

関連情報を数値化したデータベースを構築した。被災者の個人属性、被災傷病名、業種、職

種、事業場の従業員数規模、所定休日、出退勤の管理状況、健康診断の実施の有無、過重労

働の面接指導の有無、不規則な勤務や拘束時間の長い勤務・出張の多い勤務などの業務時間

以外の負荷要因の有無、発症前概ね 6 か月間の労働時間等について収集した全事案について

データベース化した。精神疾患や自殺案件の解析は自殺予防総合対策センターと共同して、

精神医学の専門的な見地から、その背景にあるハラスメントなどによる精神的負荷を含めた

心理社会的要因にも配慮しながら分析を行った。また、過労死等事案の最多業種である運輸

業・郵便業の解析は大原記念労働科学研究所が担当し、運転労働者の被災例（脳・心臓疾患）

のうち 81例を抽出し、業態別の労働パターンに注目し事例分析を行った。 

２）疫学研究：職域コホート研究の開始に先立ち、フィージビリティ調査を計画するとと

もに、コホート構築に向けた協力企業等との共同研究体制を構築する準備を行った。現場介

入調査では、過重労働やこれによる過労死などの発生を防ぐための有効な手立てを検討する

ための調査を実施可能とする方法論の検討や、調査協力が得られる職場の開拓を行った。疫

学研究を効率的に進めるために、国立国際医療研究センターが中心に進めている職域多施設

研究（J-ECOH スタディ）とも連携を図った。 

３）実験研究：循環器負担のメカニズムに関する研究では、実験環境の整備及び本実験に

向けた予備調査として、数名の参加者を対象に調査項目の精査を行った。過労死関連指標と

体力に関する研究では、次年度からの本実験に向け、関連する先行研究の調査を行うととも

に、検査に取り入れる器具の精度や実用性を確認した。 

 

研究成果 

１）事案解析：全国の労働局及び労働基準監督署より収集した平成 22 年 1 月から平成 27
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年 3月の労災認定事案の調査復命書 3,564 件（脳・心臓疾患事案 1,564 件、精神障害事案 2,000

件）の事案について解析を行った。調査復命書上のデータは電子化を行い、データベースを

構築した。性別、年齢、支給決定時の疾患名、業種、職種、健康診断の実施状況などを優先

的に集計し、脳・心臓疾患事案の全体像を把握した。また、労災請求・支給の最も多い運輸

業・郵便業（うち運転労働者）に着目し、被災例の特徴も整理した。精神障害事案について

は上記の基本的な変数並びに業務による出来事との関連を検討し、精神障害・自殺の起った

背景を把握した。 

 

２）疫学研究：職域コホート調査の予備的な研究として行うフィージビリティ調査に向け

て、調査項目の精選や質問の仕方等を検討し質問票を作成した。職域コホート調査を始動さ

せるために共同研究機関を探索し、勤労者支援プログラム機関等から参加の承諾を得た。現

場介入調査に向けて、協力先事業場を探索するとともに、調査計画等を検討した。研究分担

者の関わる別な職域コホート調査では残業時間と高血圧との関連を詳細に検討した。 

 

３）実験研究：循環器負担に関する予備実験によると、参加者全員の疲労は午後 3 時以降

に上昇すること、データ入力作業より文書作成作業で全体的に作業負担は大きいことが示唆

された。労働者の体力指標に関する研究では、心肺持久系体力の評価に関わる過去 50 年ほど

の先行研究に基づいて研究動向の全体像を把握した。それに従って、予備実験を行い、心肺

持久系体力を評価するための新しい体力テスト法や新たな質問紙を考案した。検査に取り入

れる予定の測定機器の精度や有効性などを検証し、実験における測定方法を確定させた。 

 

結論 

全体をまとめると、１）事案解析については、脳・心臓疾患と精神障害疾患とも統計処理

が可能な関連情報を数値化したデータベースが構築され全体の基本集計や運輸業での解析が

進められた、２）疫学研究については、職域コホート調査、職場介入調査とも次年度に本格

的に開始するための準備が進められ、職域多施設研究は先行的に進められ自己申告による残

業時間についての知見が得られた、３）実験研究は、循環器負担に関する研究並びに労働者

の体力指標に関する研究ともに予備実験により器具の精度や実用性の確認が終了し、本実験

に向けての準備が整った。 

 

今後の展望 

平成 28 年度以降は次の課題を進める：１）事案解析．脳・心臓疾患と精神障害疾患につい

て関連要因の詳細な解析、過労死等多発職種に絞った解析、労災不認定事案に関するデータ

ベースの構築、２）疫学研究．職域コホート調査では中核となるコホートの始動、現場介入

調査では対象事業場の確定並びに介入策を精選するための調査の実施、３）実験研究．循環

器負担に関する研究では模擬長時間労働における血行動態の解明、労働者の体力指標に関す

る研究では労働者の体力を簡便かつ安全に評価できる検査法を開発するための実験の実施。 

 


